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Ｃ
Ａ
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際
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１ 

　 

は
じ
め
に

　

横
浜
市
中
区
に
位
置
す
る
、
独

立
行
政
法
人
国
際
協
力
機
構
（
以

下
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
）
横
浜
セ
ン
タ
ー

（
以
下
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
横
浜
）
は
、

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
が
持
つ
国
内
拠
点
の
１

つ
で
あ
る
。
み
な
と
み
ら
い
21
地

区
開
発
に
際
し
横
浜
市
の
誘
致
を

受
け
、
そ
れ
ま
で
横
須
賀
市
に

あ
っ
た
「
神
奈
川
国
際
水
産
研
修

セ
ン
タ
ー
」、横
浜
市
根
岸
に
あ
っ

た
「
海
外
移
住
セ
ン
タ
ー
」
を
統

廃
合
し
、
２
０
０
２
年
４
月
に
現

在
の
地
に
開
設
さ
れ
た
。
以
来
横

浜
市
と
は
、
様
々
な
形
で
国
際
協

力
事
業
を
進
め
て
い
る
。
本
稿
で

は
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
横
浜
か
ら
見
た
、

国
際
協
力
事
業
推
進
に
お
け
る
横

浜
市
の
特
色
を
い
く
つ
か
挙
げ
、

合
わ
せ
て
横
浜
市
と
の
協
働
に
お

け
る
今
後
の
期
待
を
述
べ
る
こ
と

と
し
た
い
。

２ 

　 

国
際
協
力
事
業
推
進
に
お
け

　

  

る
横
浜
市
の
特
色 

ⅰ

（1） 

推
進
体
制
の
特
徴

　

横
浜
市
の
国
際
協
力
事
業
推
進

に
お
け
る
最
大
の
特
色
は
、
何
と

言
っ
て
も
そ
の
組
織
体
制
の
充
実

ぶ
り
で
あ
る
。市
の
組
織
の
中
に
、

国
際
関
係
事
業
を
一
元
的
に
取
り

ま
と
め
、
推
進
し
て
い
る
「
国
際

局
」
が
設
置
さ
れ
、
そ
の
中
に
さ

ら
に
国
際
関
係
の
部
、
課
、
係
が

配
置
さ
れ
て
い
る
。
地
域
別
の
所

掌
部
署
も
あ
り
、
ア
ジ
ア
大
洋
州

担
当
、
欧
州
米
州
担
当
だ
け
で
な

く
、
ア
フ
リ
カ
中
東
担
当
の
係
ま

で
設
置
さ
れ
て
い
る
ⅱ
。
局
レ
ベ

ル
で
単
独
に
国
際
関
係
を
司
る
部

署
が
建
て
ら
れ
、
国
際
担
当
関
係

の
部
課
、
さ
ら
に
各
係
が
こ
の
よ

う
に
多
彩
に
設
け
ら
れ
て
い
る
例

を
他
自
治
体
で
筆
者
は
未
だ
見
た

こ
と
が
な
い
ⅲ
。
ま
た
横
浜
市
の

場
合
、
国
際
局
以
外
の
各
原
局
で

国
際
協
力
事
業
に
関
与
す
る
事
業

を
持
つ
部
局
の
多
数
の
担
当
部
長

を
、
国
際
局
国
際
協
力
部
担
当
部

長
に
兼
務
発
令
す
る
こ
と
に
よ

り
、
国
際
局
と
各
専
門
部
局
が
連

携
し
て
国
際
協
力
事
業
を
推
進
す

る
体
制
を
構
築
し
て
い
る
。 

　

さ
ら
に
い
え
ば
、横
浜
市
で
は
、

水
道
局
の
よ
う
に
基
本
的
に
は
内

政
を
扱
う
部
局
の
中
に
「
国
際
事

業
課
」
を
設
け
、
国
際
協
力
事
業

に
取
り
組
ん
で
い
る
。
な
お
同
市

経
済
局
に
も「
国
際
ビ
ジ
ネ
ス
課
」

が
あ
り
、
こ
の
よ
う
に
国
際
事
業

も
大
き
な
本
業
と
し
て
実
施
す
る

部
局
内
に
国
際
関
係
課
・
係
等
を

置
く
例
は
、
他
自
治
体
で
も
枚
挙

に
い
と
ま
が
な
い
が
、
内
政
が
基

本
の
部
局
に
そ
う
し
た
も
の
を
置

く
例
は
多
く
は
な
い
ⅳ
。 

　

ま
た
横
浜
市
議
会
に
お
い
て

も
、「
日
本
ア
フ
リ
カ
友
好
横
浜

市
会
議
員
連
盟
」「
米
州
友
好
横

浜
市
会
議
員
連
盟
」
が
設
立
さ
れ

て
い
る
。
こ
う
し
て
市
議
会
が
ア

フ
リ
カ
、
中
南
米
と
の
関
係
強
化

も
行
っ
て
い
る
こ
と
も
注
目
す
べ

き
点
で
あ
る
ⅴ
。

（2） 
事
業
へ
の
取
り
組
み
か
ら
見

る
特
徴

　

横
浜
市
が
関
係
を
強
化
し
て
き

た
、
あ
る
い
は
し
よ
う
と
し
て
い

る
海
外
の
諸
都
市
や
機
関
に
目
を

向
け
る
と
、
他
自
治
体
と
は
異
な

る
同
市
の
戦
略
を
見
て
取
る
こ
と

が
出
来
る
。

　

特
筆
す
べ
き
点
は
、
横
浜
市
が

ア
フ
リ
カ
を
重
視
し
て
き
た
こ
と

で
あ
る
。
国
内
の
多
く
の
自
治
体

が
、
海
外
の
都
市
と
姉
妹
・
友
好

都
市
関
係
を
提
携
し
、ま
た「
パ
ー

ト
ナ
ー
都
市
」
等
と
称
し
ビ
ジ
ネ

ス
そ
の
他
の
推
進
の
た
め
の
関
係

を
結
び
、
そ
の
他
に
も
様
々
な
提

携
を
結
ん
で
い
る
。
こ
れ
ら
で
一

般
的
に
い
え
る
こ
と
は
、
提
携
相

手
は
圧
倒
的
に
、
北
米
、
中
国
、

韓
国
、
豪
州
・
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン

ド
、
欧
州
各
国
（
ロ
シ
ア
含
む
）、

ブ
ラ
ジ
ル
ⅵ
、
が
多
く
、
他
は
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
、
タ
イ
、
ベ
ト
ナ
ム
、

イ
ン
ド
、
モ
ン
ゴ
ル
等
ア
ジ
ア
の

国
が
主
と
い
う
こ
と
で
あ
る
ⅶ
。

こ
れ
ら
は
地
理
や
歴
史
・
文
化
、

経
済
的
関
係
等
か
ら
容
易
に
理
解

で
き
る
。
ま
た
具
体
的
な
事
業
展

開
先
を
見
て
も
、
欧
米
諸
国
や
ア

ジ
ア
各
国
が
主
流
で
あ
る
。
そ
の

中
で
、
横
浜
市
が
「
ア
フ
リ
カ
に

一
番
近
い
都
市
・
横
浜
」
と
明
言

し
、
ア
フ
リ
カ
と
の
関
係
を
特
に

強
化
し
て
い
る
こ
と
は
大
変
ユ

ニ
ー
ク
な
と
こ
ろ
と
い
え
る
。
３

度
に
わ
た
る
Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｄ
の
誘
致

で
も
明
ら
か
で
あ
る
が
、
他
に
も

共
同
声
明
都
市
と
し
て
ア
フ
リ
カ

の
２
都
市
と
提
携
し
て
い
る
だ
け

で
な
く
、
様
々
な
交
流
、
協
力
を

行
っ
て
い
る
ⅷ
。
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
と
の

関
係
で
い
え
ば
、
横
浜
市
よ
り
マ

ラ
ウ
ィ
の
水
道
分
野
協
力
事
業
に

専
門
家
、
海
外
協
力
隊
を
派
遣
し

て
頂
い
て
き
た
他
、「
ア
フ
リ
カ

の
き
れ
い
な
街
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
」
関
連
の
各
種
事
業
に
ご
協
力

頂
く
等
し
て
い
る
。
ア
フ
リ
カ
と

の
関
係
を
こ
の
よ
う
に
重
視
し
組

織
化
・
具
体
化
し
て
い
る
自
治
体

は
実
際
の
と
こ
ろ
稀
有
で
あ
る
ⅸ
。

　

前
記
に
加
え
、
横
浜
市
の
さ
ら

に
大
き
な
特
徴
と
い
え
る
の
は
、

Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｄ
や
Ａ
Ｄ
Ｂ
総
会
等
の

大
規
模
な
国
際
会
議
を
開
催
し
て

い
る
こ
と
に
加
え
、
か
ね
て
よ
り

国
際
機
関
を
誘
致
し
て
き
た
こ
と

で
あ
る
。
駐
日
国
際
機
関
の
ほ
と

ん
ど
が
東
京
に
ベ
ー
ス
を
置
く

中
、
横
浜
市
内
に
は
３
機
関
が
居

を
構
え
て
い
る
ⅹ
。
二
都
市
間
外

交
と
共
に
、
多
角
的
・
多
面
的
な

国
際
関
係
の
構
築
と
推
進
を
し
て

き
た
こ
と
の
証
左
で
あ
る
。

　

ま
た
重
要
な
点
と
し
て
、
横
浜

市
は
国
際
潮
流
へ
の
反
応
が
早
い
。

例
え
ば
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
が
２
０
１
５

年
に
国
連
で
採
択
さ
れ
た
直
後

執
筆熊

谷 

晃
子

独
立
行
政
法
人
国
際
協
力
機
構

横
浜
セ
ン
タ
ー
（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
横
浜
）
所
長
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に
、
横
浜
市
で
は
そ
の
国
際
戦
略

に
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
取
り
込
ん
で
い
る
。

ま
た
最
初
に
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都
市

の
一
つ
に
選
定
さ
れ
た
の
は
あ
る

意
味
当
然
の
こ
と
と
し
て
も
、
各

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
ゴ
ー
ル
・
タ
ー
ゲ
ッ

ト
に
合
わ
せ
、
市
と
し
て
取
り
組

む
べ
き
こ
と
を
、
非
常
に
具
体
的

に
素
早
く
策
定
し
実
施
し
て
い
る
。

今
で
こ
そ
、
社
会
で
は
広
範
に
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
が
意
識
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
、
同
様
の
こ
と
が
国
内
の

あ
ち
こ
ち
で
な
さ
れ
て
い
る
が
、

ど
の
自
治
体
で
も
同
様
の
ス
ピ
ー

ド
で
進
ん
だ
か
と
い
え
ば
決
し
て

そ
う
で
は
な
い
。

　

前
記
の
他
、
横
浜
市
が
官
民
一

体
と
な
っ
た
国
際
事
業
を
、
掛
け

声
だ
け
で
な
く
ま
さ
に
能
動
的
に

行
っ
て
い
る
こ
と
も
、
横
浜
市
の

特
徴
と
し
て
上
げ
て
お
く
べ
き
点

で
あ
る
。
民
間
企
業
の
海
外
展
開

を
官
が
支
援
す
る
様
々
な
ツ
ー
ル

は
近
年
さ
ら
に
充
実
し
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ

Ａ
も
そ
の
一
端
を
担
わ
せ
て
頂
く

よ
う
に
な
っ
た
が
、
横
浜
市
で
も

Ｙ
─Ｐ
Ｏ
Ｒ
Ｔ
事
業
の
仕
組
み
を

作
り
、
早
く
か
ら
市
内
企
業
と
一

体
と
な
っ
て
イ
ン
フ
ラ
ビ
ジ
ネ
ス

推
進
を
手
掛
け
て
い
る
。
市
内
企

業
の
進
出
先
国
で
の
要
所
へ
の
橋

渡
し
も
、
市
が
主
体
と
な
っ
て
進

め
、
企
業
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を

行
っ
て
き
た
。
一
般
に
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ

が
海
外
展
開
支
援
を
提
供
す
る
際

に
企
業
か
ら
重
宝
が
ら
れ
る
の

が
、
開
発
途
上
国
内
で
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ

が
持
つ
、
要
所
と
の
信
頼
関
係
に

基
づ
く
繋
が
り
で
あ
る
が
、
そ
う

し
た
点
も
横
浜
市
の
場
合
、
Ｙ
─

Ｐ
Ｏ
Ｒ
Ｔ
の
仕
組
み
を
も
っ
て
、

し
っ
か
り
と
企
業
の
サ
ポ
ー
ト
を

行
っ
て
い
る
。
そ
の
意
味
で
Ｊ
Ｉ

Ｃ
Ａ
は
、
横
浜
市
と
の
協
働
に
お

い
て
は
、
同
市
が
描
く
戦
略
の
具

現
化
に
つ
な
が
る
具
体
的
事
業
と

し
て
何
が
で
き
る
の
か
、
と
い
う

こ
と
を
よ
り
意
識
し
て
取
り
組
む

必
要
が
あ
る
。

３ 

　 

最
後
に�
│ 

横
浜
市
と
の
協

　
　
力
事
業
へ
の
期
待

　

前
記
の
こ
と
は
、
横
浜
市
の
方

々
か
ら
す
れ
ば
、「
何
を
い
ま
さ

ら
」と
い
う
感
じ
か
も
し
れ
な
い
。

が
、
国
際
協
力
事
業
に
お
い
て
、

横
浜
市
の
「
目
の
付
け
所
」
や
そ

の
展
開
の
仕
方
は
、
地
方
自
治
体

の
中
で
も
や
は
り
別
格
と
い
え
る

で
あ
ろ
う
。

　
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
が
各
自
治
体
と
事
業

を
さ
せ
て
頂
く
際
、
開
発
途
上
地

域
で
の
ノ
ウ
ハ
ウ
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
期
待
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。

と
こ
ろ
が
、
横
浜
市
と
仕
事
を
さ

せ
て
頂
く
場
合
は
、
か
な
り
勝
手

が
違
う
と
筆
者
は
考
え
て
い
る
。

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
国
際
協
力
事
業
に
そ

れ
な
り
の
歴
史
を
重
ね
て
い
る
も

の
の
、
横
浜
市
が
、「
国
際
」
関

係
に
向
き
合
っ
て
き
た
歴
史
は
は

る
か
に
古
く
、
ま
さ
に
開
港
１
６

０
年
の
歴
史
が
あ
り
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ

な
ど
よ
り
も
は
る
か
に
先
を
歩
い

て
来
た
。
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
様
々
な
自

治
体
と
協
定
を
締
結
し
て
い
る

が
、
初
め
て
包
括
的
連
携
協
定
を

結
ん
だ
自
治
体
が
横
浜
市
で
あ
っ

た
こ
と
は
、
そ
う
し
た
横
浜
市
の

豊
富
な
蓄
積
が
あ
っ
て
の
こ
と
と

い
え
る
。

　
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
取
り
組
み
の
中
に
、

日
本
が
自
国
の
開
発
の
歴
史
の
中

で
経
験
し
て
来
た
こ
と
、
特
に
各

地
域
に
お
い
て
そ
の
特
色
あ
る
も

の
を
、
様
々
な
国
の
方
と
共
有
し

て
い
こ
う
と
い
う
も
の
が
あ
る
。

横
浜
市
に
は
、
様
々
な「
日
本
初
」

が
あ
り
、
都
市
開
発
の
歴
史
が
あ

る
。
今
ま
で
も
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
事
業
に

お
い
て
、
近
代
水
道
の
発
展
の
歴

史
を
始
め
上
下
水
道
、
廃
棄
物
処

理
の
分
野
等
で
、
官
民
合
わ
せ
横

浜
市
の
知
見
を
頂
い
て
来
た
が
、

今
後
も
、
横
浜
市
な
ら
で
は
の

様
々
な
リ
ソ
ー
ス
、
ノ
ウ
ハ
ウ
を

各
国
と
の
協
力
に
ご
提
供
頂
き
、

日
本
の
辿
っ
て
き
た
開
発
の
歴
史

を
深
く
知
り
理
解
す
る
各
国
の
将

来
の
リ
ー
ダ
ー
層
の
育
成
の
た
め
、

ぜ
ひ
お
力
を
貸
し
て
頂
き
た
い
。

　

ま
た
こ
こ
横
浜
の
港
は
、
日
本

人
移
住
者
が
海
外
に
旅
立
っ
て

い
っ
た
地
で
あ
り
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
横

浜
に
は
、
日
本
人
の
中
南
米
へ
の

海
外
移
住
の
歴
史
を
伝
え
る
「
海

外
移
住
資
料
館
」
が
あ
る
。
そ
の

歴
史
は
日
本
近
現
代
史
の
中
の
重

要
な
一
部
で
あ
る
が
、
日
本
人
移

住
者
が
移
住
先
国
で
果
た
し
た
役

割
、
ま
た
翻
っ
て
出
身
国
日
本
に

対
し
て
の
貢
献
が
一
般
に
広
く
知

ら
れ
て
い
る
と
は
言
い
難
い
。
日

本
で
は
２
０
１
９
年
春
に
新
入
管

法
が
施
行
さ
れ
、
多
く
の
外
国
人

材
を
呼
び
込
も
う
と
す
る
中
、
多

文
化
共
生
が
ま
す
ま
す
重
要
と

な
っ
て
い
る
。こ
う
し
た
状
況
下
、

海
外
移
住
資
料
館
が
横
浜
市
と
共

に
、
人
の
移
動
が
社
会
に
も
た
ら

す
意
義
を
広
く
伝
え
て
い
く
こ
と

も
大
変
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い

る
。

　

２
０
２
０
年
初
め
か
ら
猖

し
ょ
う

獗け
つ

を

極
め
て
い
る
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が

終
息
後
、「
新
常
態
」
の
中
で
ど

う
い
っ
た
国
際
協
力
を
進
め
て
い

く
べ
き
か
、
我
々
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
も
知

恵
を
絞
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。
今
後
、
都
市
の
在
り
方
も
変

化
す
る
と
考
え
ら
れ
る
中
に
あ
っ

て
、
進
取
の
精
神
を
持
つ
横
浜
市

と
、
新
た
な
国
際
協
力
・
経
済
社

会
開
発
の
在
り
方
を
ご
一
緒
に
考

え
て
い
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

境
局
に
環
境
国
際
部
環
境
国
際
戦
略
課
が
あ
り
、

上
下
水
道
局
に
海
外
事
業
部
海
外
事
業
課
が
あ
る
。

た
だ
し
国
際
関
係
総
合
部
局
と
し
て
は
企
画
調
整

局
の
下
に
国
際
部
が
設
置
さ
れ
て
い
る
形
と
な
っ

て
い
る
。

v 

他
自
治
体
の
例
で
は
、
日
本
・
ル
ワ
ン
ダ
友
好

神
⼾
市
会
議
員
連
盟
が
あ
る
。

vi 

日
系
社
会
と
の
関
係
か
ら
提
携
に
至
る
例
が
多

い
。

vii 

一
般
財
団
法
人
自
治
体
国
際
化
協
会
HP 

「
姉
妹

（
友
好
）
提
携
情
報
」http://w

w
w

.clair.or.jp/j/
exchange/shim

ai/countries/

、
外
務
省 「
協
定
・

覚
書
（
姉
妹
・
友
好
都
市
以
外
の
提
携
リ
ス
ト
）」

h
ttp

s://w
w

w
.m

ofa.g
o.jp

/m
ofaj/

files/000500921.xlsx

（
い
ず
れ
も
２
０
２
０
年
9 

月
15 

日
確
認
）。
こ
れ
ら
で
ア
フ
リ
カ
と
の
提
携

が
見
ら
れ
る
の
は
、
ウ
ガ
ン
ダ
―
泉
佐
野
市
、
カ

メ
ル
ー
ン
―
日
田
市
（
旧
中
津
江
村
）、
チ
ュ
ニ
ジ

ア
―
瀬
⼾
市
（
以
上
姉
妹
提
携
）、
エ
リ
ト
リ
ア
―

神
奈
川
県
、
モ
ロ
ッ
コ
―
岐
⾩
県
（
以
上
そ
の
他

の
提
携
）。
な
お
、
そ
の
他
主
要
政
令
指
定
都
市
に

よ
る
姉
妹
・
友
好
都
市
関
係
以
外
の
都
市
間
提
携

情
報
か
ら
は
、
ア
フ
リ
カ
と
の
提
携
事
例
は
見
当

た
ら
な
か
っ
た
。

viii 

首
相
官
邸
HP 

「
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
の
推
進
に
つ
い

て
」https://w

w
w

.kantei.go.jp/jp/singi/
tokyo2020_suishin_honbu/hosttow

n_suisin/ 

（
２
０
２
０
年
９
月
15 

日
確
認
）。
例
え
ば
、
２
０

２
０
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

競
技
大
会
の
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
に
つ
い
て
み
れ
ば
、

欧
米
、
オ
セ
ア
ニ
ア
、
ア
ジ
ア
向
け
が
す
ぐ
に
各

自
治
体
に
よ
り
登
録
さ
れ
て
い
く
一
方
、
ア
フ
リ

カ
向
け
が
な
か
な
か
登
録
さ
れ
な
か
っ
た
中
で
、

横
浜
市
は
ア
フ
リ
カ
６
か
国
の
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
と

な
っ
て
い
る
。
な
お
、
２
０
２
０
年
９
月
11
日
時

点
の
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
登
録
状
況
は
、
ア
フ
リ
カ
大

陸
地
域
74
％
、
ア
メ
リ
カ
大
陸
地
域
90
％
、
ア
ジ

ア
大
陸
地
域
73
％
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
陸
地
域
94
％
、

オ
セ
ア
ニ
ア
大
陸
地
域
１
０
０
％
。
未
決
定
の
国

数
は
今
も
ア
フ
リ
カ
大
陸
地
域
が
一
番
多
い
。
ま

た
「
ア
ジ
ア
大
陸
地
域
」
で
未
だ
登
録
が
さ
れ
て

い
な
い
の
は
主
に
中
近
東
諸
国
。
な
お
、
Ｔ
Ｉ
Ｃ

Ａ
Ｄ
７
開
催
直
前
ま
で
ア
フ
リ
カ
向
け
登
録
は

遅
々
と
し
て
お
り
、
２
０
１
９
年
４
月
時
点
で
ア

フ
リ
カ
の
未
登
録
国
は
34
か
国
、
６
月
時
点
で
32 

か
国
で
あ
っ
た
が
、
Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｄ
７
後
に
一
気
に

増
え
、
同
年
８
月
末
に
23
か
国
に
減
少
、
10
月
に

20
か
国
、
と
い
う
状
況
で
あ
っ
た
。
Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｄ

７
を
契
機
に
ア
フ
リ
カ
向
け
の
各
自
治
体
登
録
が

一
気
に
進
ん
だ
と
い
え
る
。

ix 

特
定
国
と
の
協
力
で
よ
く
知
ら
れ
る
例
で
は
、

神
⼾
市
と
ル
ワ
ン
ダ
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
分
野
に
お
け
る
協

力
が
あ
る
。
他
に
過
去
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
と
海
外
協
力

隊
派
遣
に
関
す
る
連
携
合
意
書
を
結
び
マ
ラ
ウ
ィ

に
海
外
協
力
隊
を
継
続
的
に
派
遣
し
た
例
と
し
て

宮
城
県
が
あ
る
（
短
期
派
遣
の
み
で
あ
れ
ば
埼
⽟

県
と
南
ア
の
事
例
あ
り
）。

x 

外
務
省
HP 

駐
日
国
際
機
関

https://w
w

w
.m

ofa.go.jp/m
ofaj/link/

kokusai/address.htm
l#01 

（
２
０
２
０
年
９
月

15
日
確
認
）。
国
際
熱
帯
木
材
機
関
（
Ｉ
Ｔ
Ｔ
Ｏ
）、

国
連
世
界
食
糧
計
画
（
Ｗ
Ｆ
Ｐ
）、
国
連
食
糧
農
業

機
関
（
Ｆ
Ａ
Ｏ
）
の
3
機
関
。
他
に
３
つ
も
機
関

を
持
っ
て
い
る
自
治
体
は
神
⼾
市
の
み
。
大
阪
市
、

名
古
屋
市
で
も
１
機
関
で
あ
る
。

i
本
稿
執
筆
時
点
（
２
０
２
０
年
９
月
）。

ii
Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｄ
７
が
開
催
さ
れ
た
２
０
１
９
年
度

に
は
、
ア
フ
リ
カ
担
当
に
加
え
、
Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｄ
担

当
セ
ク
シ
ョ
ン
ま
で
も
が
別
途
設
け
ら
れ
て
い
た
。

iii 

他
自
治
体
で
は
企
画
や
観
光
・
文
化
、
経
済
・

産
業
関
係
部
局
に
、
国
際
（
あ
る
い
は
国
際
交
流
）

課
・
係
が
設
置
さ
れ
て
い
る
の
が
通
常
で
あ
る
。

別
格
と
考
え
て
よ
い
東
京
都
で
も
、
政
策
企
画
局

の
中
に
外
務
部
を
置
き
都
市
外
交
を
司
っ
て
お
り
、

神
奈
川
県
で
も
国
際
文
化
観
光
局
が
国
際
業
務
を

担
う
体
制
と
な
っ
て
い
る
。

iv 

筆
者
が
知
る
例
と
し
て
、
水
・
環
境
関
係
で
長

く
国
際
協
力
の
歴
史
が
あ
る
北
九
州
市
で
は
、
環


